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5、 13  量賛卜竜支萎こ謎じ含う§  14  掌2饉バうヮ)ヽ シンボゞやハ.

15 第3覇ヾ砂サン シヽンポジウふ。1爵t券華競.

鋤  .攀べ轟鋸ヒ羅譲 :3。   2:  ″:ヽ林,議轟等こ燿ミ鷲する。竜難懸職鐙
堂逢等'含藝t鷺査ユなたる。壕糞轟:ミラ号)ヽ シ)ぶジやム。

2ヽ  費磯義との台総鑢‐董にっ、ヽてtここ合う。  ?マ  リ旅音ヽイく。

28 ワ4‐リピし入餞簑纂ン■、ヾ ずヒつしヽマさ準する、

29 章弔轟ξヾ予ヮンヽシ)粛も｀ゥム・.
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 ヽ 三き鶏青共訪評私  ｀3  澤長の線今,試 ttSう 。
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